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The Color Names Relaもed to the‡）1ants  

Kまnuko MASUl）A＊and Eisul（e MATSUO＊＊  

Laboratory orAppliedPlant Science，Division orApplied Plal－t Science，  
Depa‡・tmenとOr PlarlとResources，FaculLy or Agriculture，  

Kyushu Unive‡・Sity，FulくuOlこa812－8581  

きなヒントを与えてくれる．   

今日，カラーセラピーや，カラーコーデイネイタ血，  

色彩検定など，社会的にもあらゆる角度から 

が注i董1され，それに応じて，さまざまな色に関する資  

料がでている．ところが，これらの資料でほ，どのよ  

うな色か，またその色は何をもとにつくりだされる色  

か，どのように発色させるかなど，その主点が“色”  

そのものにあり，“色（名）が由来するもの”に主点  

をおいたものは少ない．   

本研究では，人間の生活や文化と切り離すことがで  

きない“色”について，“色名が由来するもの”，  

そのなかでもとくに“植物”に関係するものを取り  

上げて分析した．  

方法，結果および考察  

1．色名の数と種物に関係する色名   

絹物に関係する色名を調べるためには．まず，現在  

どのような色名があるのか，色名全体を把握する必繋  

がある．そこで，1931年から1996年までに出版された，  

色名に関する資料からすべての色名を拾いあげた．  

（利札1931，1954；上村・山崎，1943；前汎1960；  

武札1973；lヨ本色彩研究所，1974，1977；向学図藤  

澤軋1986；城，1986；補軋1987；梅稗ら，1995；ネ  

は じ め に  

私たちの身の回りは，じつに多くの色に囲まれてい  

る．たとえば仁食っ赤な太陽，縁の森，習い空，とい  

うように．何気なく冒にしているさまざまなものにほ，  

必ずそれに対応する色を，私たちは連想する．私たち  

は，体験したことを，常に色とともに記憶をしている  

のではないだろうか．筐i然現象への人々の連想は一般  

に共遜なもので，そこから共通した色の感情が生まれ  

ることがある．色名ほこのような連想から来たものが  

多い（日本色彩研究所，1977）．   

また，色名は，人が色を伝え合うときに，その名商  

をいわれて，連想しやすいものでなければならない一  

したがって，色名となったものには，私たちの生活と  

深くかかわりあっているもの，その存在がよく知られ  

ていて，身近にみられる鉦然現象や事物に由来するも  

のが多い．   

いいかえると，私たちは無数にある身の回りの‡ヨ然  

現象や事物のなかから，共通のイメ仙ジをもつことが  

でき，その意味や由来がわかりやすいものを選択して，  

色名を衆現してきたのである．このような“色が由  

来するもの”に注‡ヨすることは，私たちの生活と緩  

くかかわっているものが何であるか，を探るうえで大  

＊九州大学大学院生物資源環境科学府植物資源環境科学尊攻梢物機能利用学講座梢物械能利用学研究姦  

＊Laborak汀y OrAppliedPIantScience，Division orApplied PlantScience，D叩artmenもOrPlanも   

Resources，Graduate Schoolof Bioresource and BioenviromelltalSciQnCeS，Kyushu tJniversiもy  
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植物関係 動物関係 鉱物関係 地名関係 その他  

第1図 色名の分類  

植物名  植物名と 植物の態様  
組合せたもの  

第2図 植物関係の色名の分類  

その他  

（′j、豆），動物（鼠）のどちらにも関係している色名は，   イチヤープロ編鶴亀1996）  

これらには，1981種類の色名が紀淑されていた．そ   植物関係にも動物関係にも属するものとして，ダブル  

れらのおよそ8剤ほ「‡当然」にちなむもので，それぞ  カウントした．  

れ植物，動物，鉱物，地名に関係するものに分頬でき  その結果，植物関係の色名48．7％，動物園係10．8％，  

る．なお，分類するにあたり，′j、豆鼠のように．柑物   鉱物関係11．6％，地名関係6．0％，その他36．0％と，   
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植物に関係する色名が庄倒的に高い割合を示した（節  

Il王＝．   

このように，植物に関係する色名が多いことは武井  

（1998）も指摘しているところであるが，その理由と  

して，植物が私たちの身近にあり，食べ軌 飲み物，  

l袈薬，衣料，教科，建築素材＼宗教行孝り：lはどとして，  

多くの人々に親しまれているため，その名前から色を  

想像，辿想しやすいからと考えられる．   

つぎに，植物に関係する色名をさらに分類したのが，  

姫2閣である．あい色，もも色のような梢物名（東宝，  

桃）が色名になったもの，すなわち梢物名に由来する  

色名（ここでほ植物色名と称す）が全体の18．2％，植  

物となにかをくみあわせた色名が55．0％，若草色など  

梢物の態様をあらわす色名が11．0％であった．植物と  

なにかをくみあわせた色名には，たとえば基本色をく  

みあわせた藍自，動物をくみあわせた藍鼠，鉱物をく  

みあわせた藍鉄などがある．   

色名をなにかとくみあわせれば，鰍沢に色名の数は  

ふえる可能性がある．一緒述のくみあわせた色名の大部  

分は植物色名を使ったものであった．したがって，単  

独あるいはくみあわせで植物色名が使われている色名  

は，植物に関係する色名のおよそ7側になる．このこ  

とは，植物がいかに身近で，色を表現するのに便利で  

あったかを示唆するものであろう．  

植物の態様をあらわす色名の割合はやや低い．その  

なかでは．相克の植物の薬包を衣現した枚紫色，柳紫  

色など，また変化する葉色を表現した若輩軋若葉軋  

紅紫色など，紫に関係する色名が多い点が王∃立った．  

‡ヨ本では，マツヤヤナギなどが街路や公乳 庭などで  

観賞され，また囚挙の変化に揮う葉色の変化が顕著で  

ある．そのため，それらが色名として取り上げ易かっ  

たのであろう．   

2．植物名に由来する色   

第1衆は，植物名に由来する色名（植物名が色名に  

なったもの）をまとめたもので，全部で177礫覇ある．  

それらは，tヨ本で古くからみられる伝統的な植物に由  

来L，一般にひらがなで衣示される色名（ここでは和  

名と称す）と，欧米語の柚物名に鉦来し カタカナで  

表示される色名（ここではカタカナ名と称す）とに大  

別される．前者は83種類，後者は94種類とわずかなが  

ら後者が多かった．   

このようなカタカナ名は園芸分野では，植物の名前  

としてほ，戦後に著しく多くなってきているが，色名  

としても戦後，とくに1970年代になって急激にふえて  

いる（第3図）．   

それらのなかには，従来和名で表現されていた色名  

がカタカナ名で衣現されるようになっているものもあ  

る．たとえば，撤機色がオリ血ブ色，紅梅色がピンク  

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990  

年   

第3図 柄物名に由来する色名の個数の推移   
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（城，1997）となり，自と黄色の占める割合が圧倒的  

に高く，赤から橙色の花が少ない．にもかかわらず，  

lヨ色を示す植物色名は，卯の花色のみであり，前述の  

ように赤から橙色を示す植物色名が多いことほ興味深  

い．   

武井11998）によると，多くの色相のうち，應史的  

にみて人々が一番興味をひかれてきたのは「亦」であ  

る．つまり，「赤」は魅力的な色であるため，人々は  

赤系統の色を示す植物を色名として多く取り入れてき  

たのかもしれない．   

また，色名全体と比較して脊系統の色を示す植物色  

名が少なかったのは，発色には純粋な青色というより  

は紫色がかったものが多く，習色を示す植物が少ない  

からと考えられる．   

前述のように，1974年を切にカタカナ名の色名が著  

しく増えていた（第3僕J）．そこで，1973年以前に出  

版された資料に掲徹された色名と．1974年以後に出版  

された資料に新たに掲淑された色名との，色朝別の割  

合を比較した．   

まず1973年以前では，赤（18．3％），カーレンジ  

（15．1％），黄色（15．1％），茶色（9．7％），線（6．5％），  

骨（2．2％），紫（25．8％）となり（第5睦1），1974年  

以後では，赤（16．7％），オレンジ（16．7％），黄色  

（16．7％），茶色（15．5％），緑（臥3％〉，智（6．0％），  

紫（20．2％）であった（第6園）．   

日本における植物名に由来する色名としては，赤，  

色などの例がそうである．   

このように，カタカナ名で表示される色名がふえた  

のは，1970年代が日本の高度成長期にあたり，海外の  

椀物が大数に巨吉本に入ってきたことが】一国と考えられ  

る．たとえば，赤と黄色の中開の色系統は，橙という  

和名よりも，オレンジという英語で呼ばれることが多  

くなっているが（揃旧，1999），これは橙という字が  

当用携字には鯉いばかりでなく，橙の果実を見る機会  

が政近の生活では少なくなり，その岬一方で，オレンジ  

はスーパーマーケットや，ノし百慮などでよく見かける  

ようになったため，オレンジの方が橙よりも知られる  

ようになったからであろう．   

日本の色名全体を，色相別に分類すると，赤（16％），  

オレンジ（9％），茶色（14％），黄色（15％），黄緑  

色（7％），繰（10％），腎繰（3％），登（13％），督  

紫（2％），紫（7％），赤紫（4％）となる（武札  

1998）．  

i称様に，177種類の植物名に由来する色名（第1衣）  

をみると，赤（17．5％），オレンジ（】鼠8％〉，黄色  

（15．8％），茶色（12．4％），緑（7．3％），骨（4．0％），  

紫（23．2％）となっており（解4閣），色名全体と比  

較すると，督色の占める糾合が低い．   

第1衆をみると，色名となった植物には花を観資す  

るものが多い．安l茸汗氏によると，日本における被子  

植物の花色の割合は．自（32．0％）．黄色（30．2％），  

赤から橙（9．6％），背から紫（23．2％），線（5，0％）  

その他  

オレンジ   

茶   

第4図 杓物名に南東する色名の分磯  



増l玉 杓 子・松 尾 英 榔  166  

オレンジ  

茶   

第5図 植物名に由来する色名の分類（197鋼三以前）  

その他  

オレンジ  

第6図 植物名に由来する色名の分額（1974年以後）  

オレンジ，紫色など峻色糸統，および紫系統の色名が，  

昔から多く使われている．そして，1970年代に移入さ  

れた欧米語に由来するカタカナ名の植物色名の場合で  

も，同じように，赤，オレンジ，黄色など暖色系統，  

および紫系統の色名が多い．   

これらは，前述の武井（1998）によるlヨ本の色名の  

分類の結軋 すなわち赤から紫色までの暖色系の色の  

ょぎめる割合とほぼ同じである．   

つまり，私たちは色（とくに暖色系の色）を，身近  

なもの（柏物であれ，他のものであれ〉 をもちいて，  

衆現してきたが，1970年代以後に導入された植物色名  

についても，この傾向は変わっていない．ただし，後  

でふれるように，くすんだ色より派手な色が多くなっ  

ている点は周知の事実である．   
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なお，わずかでほあるが，茶系統の色名が1974年以  

後にややふえているのは，興味潔い．考えられる埋劇  

のひとつとして，ナ】クやマホガニ…などが家具や建  

材として輸入され，またウォルナットなどの木の実が  

商品として出回るようになったことがあげられよう．  

お わ り に   

色の名前となった植物は，私たちと探くかかわりの  

あるものである．！三i本では，閻挙があることから，じ  

つにさまざまな植物に恵まれている．それらの柏物は．  

それぞれ大変美しい彩りの世界を，私たちに与えてく  

れる．私たちが，それら植物に対してある梯のあこが  

れをいだき，色名としてもちいたことは，当然のなり  

ゆきであろう．   

比腋的政道になって，欧米諾酎二由来するカタかゴーの  

植物名に由来する色名が増えてきた．これらの色ほ，  

くすんだ中間色が多いlヨ本古来の色とはちがって，原  

色に近い派手な色が多い．そのような色をもつ植物が，  

私たち日本人の巨＝こは珍しく映り，好まれるようにな  

り，つぎつぎと導入されてきたため，色名になったも  

のと考えられる．   

色をあらわす営楽として，和名よりもカタカナ名の  

色名が多くなったことほ，私たちの生活のなかで，欧  

米譜に由来する植物が増えてきていることの表われと  

いえるかもしれない．   

また，このことは，色名に関して混乱が起きている  

ことを示唆している．福田（1999）によれば，ピンク，  

オレンジなどは，すでに小学生の問でも常織的に知っ  

ている英言語の色名であるが，本来の色や胃薬の憩味と  

ほ無問係に使用されている英撒凰の色名も多く，これ  

らの固籍不明の色名が，色の呼称を必婁以上に竣雛に  

していることも輩実である．   

このように，色とそれが発す意味やその由来するも  

のとが遊離してきていることは．ある滋味では，私た  

ちの生活とそれを支えている身近な事物や現象とが，   

遊推してきていることを示しているのではなかろうか．  

要  約   

色名全体のうち，柏物に‡乳係する色名ほほぼ50％と  

非′馴こ1窺い朝食を重！首めた．その内駅をみると，植物名  

にぬ来する色名（植物色名）18．2％，植物名となにか  

をくみあわせた色名55．0％，植物の悪球を示す色名  

11．0％であり，単独あるいはくみあわせで柄物色名が  

使われているものが多かった．  

1970年代に，多くの欧米緻に由来するカタカナ名の  

杓物色名が導入されたが．日本の椴物色名を色相によ  

り分類すると，1970年代の前後のいずれについても，  

赤，オレンジ，黄色など暖色系統，および紫系統の色  

名が多かった．  
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Summary 

Of al l  tlic 1981 color names in J a p a n ,  48.7% are  related to plants. Of these plant- 
rclated color names, color names derived directly from plant names accou~lts for 18.2% 
(comprising 177 species). Those color names, which include another words combined 
with plant names account for 55.0%. 11.0% of the colors related to plants a re  derived 
from the mode of plants most of which a re  colors of leaf such a s  young leaf, young 
grass, pine leaf, willow leaf, young bamboo, etc. 

I-Iigh rales of the color names comirig from plant species belong to the system of the 
warm colors sucli a s  red, orange and yellow and the systeni of purple. 

In the 1970s, many color names originated from English plant names were introduced. 
Their rate of use in warm colors syslem is  the same a s  the rate  of use of traditional 
Japanese plant names, thus the introduction of English common plant names into the 
color names did not alter the over all predominance of warm colors. 




